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イベント概要 

 

[企業名]  ジョルダン株式会社 

 

[企業 ID]  3710 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 9 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2023 年５月 12 日 

 

[ページ数]  33 

  

[時間]   15:30 – 16:05 

（合計：35 分、登壇：30 分、質疑応答：5 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 3 階  

第 3 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  15 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  佐藤 俊和（以下、佐藤） 

執行役員 経営企画室長 岩田 一輝（以下、岩田）  
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登壇 

 

司会：それでは定刻となりましたので、ただいまからジョルダン株式会社様の 2023 年 9 月期第 2

四半期決算説明会を開催いたします。 

まず最初に、同社からお迎えしておりますお二方をご紹介申し上げます。代表取締役社長、佐藤俊

和様。執行役員 経営企画室長、岩田一輝様。 

本日は、ただいまご紹介申し上げましたお二方からご説明をいただきます。ご説明いただいたあと、

質疑応答の時間を取らせていただきます。 

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 
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佐藤：ジョルダンの佐藤です。どうも本日はありがとうございます。 

いつも大体、最初に、今こんなことが起こっているって話で話をしながら、ジョルダンのビジネス

がこんな具合に動いていると、そこまでを私のレパートリーにしまして。数字のところは岩田のほ

うからってことでやっていますんで、また今回もその流れで始まっていきたいと思います。 

なんか、今年に入ってもう ChatGPT、ChatGPT っていう言葉が出ないくらいの感じで、いろいろ

今盛り上がっていますけど。何回かこの決算説明会でも、どうも AI 関係の動きがおかしいという

ことを話していましてね。その背景というのは、とにかく CPU が速くなっているんですよね。 

それとあと、ウェブにいろんなデータが集まっているんですよ。これは何かが起こるに違いないと

思っていたときに、音楽がつくれるとか、画像がつくれるとか。そこで、この ChatGPT っていう

のは本当に去年の 11 月末ですか、公開したとともに圧倒的な話題を呼んで、年明けにマイクロソ

フトが 1 兆円出資するなんて話が出て、ワーッと何かもう広がっているんですよね。 

だから、今日もちょっと AI の展示会っていうのを実はビッグサイトでやっていて、ここに来る前

にちょっといろいろ見てたんですけど、なんかもう ChatGPT という言葉を出さないとやっていけ

ないみたいなね。 
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このボット、チャットボットってのは結構ちょこちょこっと進んできてましたんで、チャットボッ

トが ChatGPT って、これ何なんだろうと思ってよく見ると、なかなか ChatGPT って実は話して

答えるのはうまいんですけど、収束しないんですよね。そこでどう用いられるんだろうと思ったこ

とを見たときに、やはり、とにかく ChatGPT とやっているってことを前面に出しながら、実はな

んか関係なく使えるみたいな、そんなふうなやり方が始まっていますね。 

実は、だから、一番大きなことっていうのは多分、検索っていうのは今までキーワードを入れて検

索してたのが言葉になってくるっていうので、そこが多分一番大きな変わっていくと思うんですよ。

もうこれ、日夜どんどんいろいろ起こってまして、Google Bard が実は日本語も対応を始めたって

いうのが本当に 1 日、2 日前にメディアに載っていますけど、いろんなことが実は起こっているん

ですよ。 

そういう流れの中で、例えばわれわれは ChatGPT っていうものを、これ本当にばかにできない問

題でして。じゃあ、乗換案内どうするのかって話と、そういうものをどう取り入れていくかってこ

とは、もうわれわれも急務にやっています。 

ただ、本当にそれって何なんだろうってことをやった場合に、私は、だから、ChatGPT なんかで、

いろいろ動かそうとすると、Google が実は Google Chrome っていうブラウザですね、皆さんご存

じなブラウザがあるわけですけど。その Chrome のプラグインってことで ChatGPT と組み合わせ

ると、いろいろ実は、ああ、こんなのができるっていうことはあるんですよね。 

せっかくですんで、じゃあ、そのプラグインと組み合わせると、こんなことができるっていうのを

ちょっとデモしてもらおうかと思って、環境をつくってきました。 

じゃあ、岩田さん、ちょっとお願いしますね。 

岩田：一応、ChatGPT の画面でプラグインを入れていて今、音声の入力に対応していますので、

資料にもありましたとおり、私の英語で入力できるかをちょっと試したいと思います。 

（英語で発言） 

AI：（英語で発言） 

岩田：こういう感じで、ちょっと、とにかく質問してくれっていうことを言われてしまうので。 

（英語で発言） 

AI：（英語で発言） 
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岩田：こういう感じで、さらっと聞くと知っていることを答えてくれるっていう感じになっていま

すね。 

（英語で発言） 

AI：（英語で発言） 

佐藤：そうですね。 

岩田：こういう感じです。話が長い感じになります。 

佐藤：それで、この他にも例えばベータと組み合わせると、簡単にあれが出てくるとかですね。そ

れからあと、意外と YouTube なんかでいろんな今度、情報が出ていますけど、これも 30 分、40

分見ていると長いじゃないですか。実は、ChatGPT と組み合わせることによって要点だけテキス

トファイルにできるみたいなの、あるんですよね。だから、多分、そういうところから新しい商品

が出てくるっていうかですね。 

今の英語をお聞きになってわかると思うんですけど、結構もう、まともなんですよね。だから、本

当に英会話の勉強になると思って自分でこう話すと、発音の悪い私の言葉が通んないんですよね。

だから、すごい練習になるんですけどね。でも、ただ、実際触ってみると、でも、自分が先生じゃ

ないんですよ、やはりね、英会話なんか習おうとしたらね。そうすると、自分主体でやるとうまく

いかないと。 

だから、多分そんなところにいろんな、今度、トライアルが起こってきて、ということが僕は始ま

ってくると思うんですよ。どこまでできるかっていうことであれで言うと、ただ、あれですね、

Google も Google Bard を出して、ChatGPT は今、一番問題点は多分、1 年半くらいの前の情報で

止まっているんですけど、Google Bard はもうリアルタイムですね、完全に今。ただ、話はあまり

うまくないですね。「なんで ChatGPT はこんなに話せるのに、君はそんなに言葉が少ないんだ」

なんて言うと、「申し訳ありません、私は今、勉強中で一生懸命頑張っております」なんて。 

ただ、もうそういう競争がいろいろ始まってきて、動画で検索エンジンがかかってくると。

ChatGPT も、ですから、情報系でもってプラグインみたいなものを ChatGPT に対して提供するな

んてことも、実はデータ的にはもう始まっていましてね。今度は、何て言うんだ、第三者で

ChatGPT を使って、今度どんなぐらいにできるかとか、エクスペディアは Microsoft と関係が強

いんで、英語版のほうではもう両方のプランニングに入ったとか、いろんなことが始まっています。 

これは、ひいてはわれわれも一体どういう位相で向き合っていくのかね。ちょっと、やはり、そん

なことを何か今までに増して考えさせられています。これはもうスピード感ですので、多分、年内



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

7 
 

中に思い切ったことを僕らもやっていかないと、流れが変わったときに落っこちるかもしれないっ

て話はすごく思ってまして。そういう意味では、危機感が走っていますね。 

Google Bard も日本語対応になったって話ですけど、ベータの英語でもって。ただ、英語ももう翻

訳が良くなっていますから、Google 翻訳でもって日本語で入れて、そのまま英語に直したのをぶ

っ込んでまた逆をやると、結構それなりのやつは出てくると。Google 翻訳よりもっといい翻訳が

あるとか、いろんなことになっていますけど。 

ただ、やはり、これで一番考えなきゃならないのは、相手の進化が速いんですよ。いやあ、こんな

こと、なんて言っているけど、1 年経ったらどうなるか、3 年経ったらどうなるかってことでいう

と、もう本当にコンピュータープログラマーの人たちの場だって総体としてなくなるみたいな変化

はありうるっていうところですよね。そんなことでいろいろ考えています。 

だから、とにかく生成系 AI の今の状態っていうのは、やはりインターネットが始まったときと同

じようなスピード感を僕は感じています。ただ、あのときと一番違うのは、インターネットのとき

は実は 2 年くらい余裕あったんですよね。ああ、これ、すごいな。情報化、始まったな。じゃあ、

ここでプラグインっていうか、サーバーでやって乗換案内を動かそう、なんてことの実験ができた

わけですけど、今はもう全部ネット、Twitter でいくから速いんですよね。それは、とにかく、い

やいや何なんだろうっていうところで、大変な時代だと思っています。 
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いつものガラケーからスマホ。 

まだガラケー、ちょっとコンテンツサービス残っていますんで、大体ただもう比率としてはこんな

形で動いてて。i モードに相当する 3G サービス、ドコモも営業も終わって、ソフトバンクも来年

の 1 月下旬までってことで。そこまでの間はこのグラフはちょっと残しておこうかなと思っている

んですけど。 
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乗換案内のほうは、アクセスは実は戻ってきました。ただ、コマーシャルが単価っていうか下がっ

ているんで、収益は結構、CM の半減以下という状態にやはりなってきていますね。これは、もう

サービスがどんどんネットサービスが増えてきますから、広告単価がもう上がることはないって割

り切りで、みんな工夫して単価の高い動画広告を入れるとかいろいろやっていますけど。 

基本的には、やはりもう広告もただになるっていう前提で考えながら、どういうビジネスモデル、

サブスクリプションから始まって、広告、若干サブスクリプションが残りながら、次の時代ってい

うところが多分、大きな流れだと思います。 
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ジョルダンの近況で、モバイルチケット。 

かなり数も増え、販売枚数も増えてきました。なかなか、ただ、やはり、これで収益ってところま

では正直言うといっていないです。まだ先行投資の段階で。でも、やはり、われわれとしては、こ

こはある程度、抑え。あんまりこれにもうむやみに突っ込んで、イチかバチかっていうことじゃな

くて、確実に儲けるもので増やしていくことをやっていこうということで今やっています。 
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そのモバイルチケットの展開は、実は自治体とか国とかのプロジェクトで、いろんなことを実はや

っています。そのうちの一つが、最近ちょっと評判が良かったのは、石垣・西表周遊フリーパスっ

てことで。フェリー業者が何社かあるんですけど、どのフェリー業者でも乗れるっていう実験プロ

ジェクトをやったんですよね。それはちょっと内閣府が後ろに立って、なかなか業者がうんと言わ

ないんですけど、やってみるってことでやって。若干の値引きで一定枚数までという前提で始めた

ら、予定の期間をだいぶ残して完売してしまいました。 

だから、やはり本来の移動はどうあるべきかってことの一つの啓示のようなものであるんですよね。

じゃあ、これをどう今後根付かせようかってことを今、考えていますけど。そんなことがありまし

たって話。 
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それから、あと、いよいよ中国人の観光客も増えてきそうなんで、増えてくると思うんで、Alipay

のミニアプリで乗換案内入れていますけど。そこからモバイルチケットを売るような形に持ってい

こうとして、今。本格的に団体、個人が入ってこないと厳しいかなと思っていたら、なんかその状

態に一気になってきたようなので、われわれも急いでやっています。 
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それから、あともう 1 個、乗換案内で地方といろいろ組みながらやったり、鉄道会社がやったりっ

て流れの中で、実はこれも長い期間での実証実験になりましたけど。ユーカリが丘という、千葉県

で、顔認証でバスに乗れる、電車に乗るってことをやってて。比較的、実証としては良い終わり方

をしまして、これから本運用に持っていこうって流れで今いろいろ検討していますけど。 

そういう流れの中で、やはり顔認証って一つの手段にできないかってことを考えていろいろ話して

いたら、完全に神戸空港と関空、関西国際空港のシャトルで、ちょっとチケットと合わせながらそ

ういうことをやれないかって話が入ってきまして。顔で。 

フェリーとかは荷物いっぱい持っていますんでね、荷物持っているときにモバイルチケットもいい

し、チケットもいいんだけど、顔でいけたらいいんじゃないかって、やはり、発想があるわけです

ね。切符を買うときに顔を登録すれば、顔で抜けるってモードをつくったんですよ。それを実際に

ベイ・シャトルで実証を始めたという。これはいろんな手段に対抗しています。モバイルでチケッ

トを買って。ただ、いったん、ここでチケットと交換するんですよね。 
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ただ、旅行業のいろんなルールがわかって、すごく勉強になったってことが中であるんですけど、

もう。ただ、こんなことを始めて。チケットの領域も、ある面ではちょっとハードと組んでやって

こうっていう、こんなことをやっています。 

 

それから、あと、バスロケ。 

バスロケも結構、実は小田原・箱根エリアでやっているんですけど。結構、実はデバイスとしては

相当入ってきていまして、他のエリアでも今、展開が始まっています。これは移動情報が全部入っ

てきて、それを、だから、できれば本当はわれわれから公共交通の HUB っていう形で一般に配布

していくみたいなことをやりたいんですけど。なかなか費用絡みのところでまだいろんな問題があ

ってそこまではいけないですけど、ただ、バスロケでいろいろってことは今どんどんやっています。

増えてきています。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

16 
 

 

そこで、いつもわれわれが出てくるのは、JorudanCloud っていうサーバーの中で、全部そのデー

タを持って配信できるようなことをやっていこうってことで。ただ、バスロケを売るっていうより

も、むしろサーバーを売っているって感じになるんですね、サーバーの利用権を売っているってい

う。そんなことでいろいろやっております。 
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それから、これは、あいのりはもういろんなところで、いろんな会社が実証実験をやっていて。わ

れわれは熱海、宮古島でやって、そのあと、熱海でやって。2 回目の、また修正した実証実験をや

って、実稼働まで追っかけらんないかっていう。儲かるってことよりは、むしろ社会的意義ってこ

ともありますけど。これから高齢化の世界始まったときに、何が一番ベストになるかということで、

これは相変わらずやっております。 
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それから、あと、最近の話としては、ちょうど新宿の西口で、次のページかな、5G のスマートポ

ールっていうのを立てて、5G の実証実験をやるっていう実験があったわけです。それに参画しま

して、その辺の流れの中で、いろいろ新しい、新宿西口で新しいスマートシティっていうものをや

ろうってことで、実験をやろうってことで。本当に移動が自動運転なんかともつながるような試み

を何社かと組んでやっているんですけど。 

そこで、一般ユーザーとの接点で、スマートシティモードっていうのを実はつくったんですよ。ま

だ本当に、どんなイベントがあってとか、街の詳細な情報が乗換案内の画面でわかるみたいな話か

らやって、それが実は意外と評判良くて。 
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それで、前のスライドになりますけど。スマートシティモードへ戻って。 

ただ、イベントとか何かの情報が一緒に見える乗換案内みたいなイメージになってくるわけですけ

ど。あと、細かい出口からの行き方とかですね。それが実は他の町で意外と、長浜モードっていう

のでスマートシティモードと同じことをやったら、結構評判がいいんです、実は。なんか地方でス

マートシティっていうのもいかがなものかなって話もありまして。大きくコンパクトシティと両建

てのような形で今、日本は動いていますんで、そんな形でスマートシティモードっていうのを今、

出しています。 
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そういう流れの中で、MaaS のプラットフォームをつくろうということで、J MaaS っていうのを

やりまして。これもなかなか思い切った拡大ができないでいますけども、地道に京急さんのプラッ

トフォームみたいな形では完成して。MaaS ですから、本当に京急さんがやると同時に、いろんな

業者さんからも販売できるという試みにつなげられないかなってことで、今いろいろ頑張ってやっ

ております。 
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それから、情報の配信の HUB っていうのも、これもちょっと何個か実は、今あるんですけど、一

番いいのは、われわれの手を離れてもいいけども、なんか一元化した情報管理がなされて、利用す

る人がそのサーバーにつなげれば最新のものができると、そういうものをいろいろ追っかけながら、

ちょっとずつユーザーが今、増えてきています。 
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あと、ジョルダン全体としては、海外旅行のイーツアーってのもいったん維持はしていると。開発

は、相当なメンバーをジョルダンのほうに出向させたり、それからシステムはちょっと国内用につ

くり続けて、他社に提供するなんてことでやっております。 

コンパスティービーは、だから、やはり売上は 3 年前の半分くらいに減った流れの中で、利益ベー

スではやっております。 
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それから、出版もちょっとわれわれのビジネスと絡むようなことでやれないかってことで、非常に

倹約しながらやっております。 

ただ、今回ちょっと、ドローンの会社のいろんな、のれんの減損とかっていうあれが出て、がーっ

ていうのがちょっとありますけど。乗換案内自体は最悪の時期は脱して、これから本当に移動が増

えていく流れの中でどう持ってくかってところに入っています。 

じゃあ、全体の数字のところは、あと、岩田のほうから。ありがとうございました。 
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岩田：では、私、執行役員 経営企画室長の岩田より、上期の、第 2 四半期の経営成績について、

簡単にご説明させていただきます。 

まず、売上高が 16 億 2,800 万円ということで、前年同四半期と比べて 2 割弱は増加という数字に

はなっております。佐藤からもありましたが、コロナからの回復がだいぶ進んできているかなとい

う状況ではあります。 

営業利益に関しても、前年同四半期はやっとトントンという感じでしたが、一応少しは数字が

5,900 万というところですが、営業利益も数字が出てきたというところになっております。 

経常利益および純利益に関しては後ほど説明しますが、ちょっとガタガタ動いている感じではあり

ます。 
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損益計算書です。 

増加に関しては、売上高は 2 億 5,000 万ぐらいは前年同四半期と比べて増えております。 

営業利益もそれに伴って増えてはいる状況ですが、営業外のところが前年同四半期はかなり為替差

益などがありましたが、そこが今度、逆に来ている感じになっております。 

また、減損損失の計上で特別損失がかなり出たのが、今回の決算の状況です。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

26 
 

 

売上の中身です。 

主に、乗換案内事業で売上高が増えましたというところです。2 億ぐらいは増えています。特に、

法人向けのところが、先ほどの佐藤からの説明でも何件かありましたが、大きめの案件が出てきて

いるというところが、売上高の増加には寄与しております。 
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なので、少し進んで、変動要因ということでまとめさせていただいていますが。 

売上高、乗換案内の法人向けというところに関しては、先ほどもありましたように交通機関のチケ

ットの案件とか、スマートシティ関連の案件ということで、かなり大型の案件がいくつか取れて。

納品も大体 3 月末で納品などのものが多いので、上期でそこが入りましたというところが、まず一

番大きい変動の要因になっております。 

あとは法人は、どうしてもコロナ禍からの移動需要の回復で、回復したあと、やっとそれに対して

自治体さんがそれに当て込んで、観光の方向けに何かサービスをするとか、そういったものはどう

してもちょっと遅れる傾向が。コロナになったときも、それで減るっていうのも法人関係は少し遅

れて影響が出てくる傾向はありましたので、少し遅れて回復が立ち上がっているかなという状況で

は、全体としてはあります。 

あとは、ハードウェア事業のところで、株式会社エアーズの新規連結ということで、第 2 四半期連

結会計期間から今回 3 カ月分を連結しているので、3 カ月分の損益が連結されていますという感じ

です。 
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損益に関しては、経常損益が特に為替差損、前期が 5,000 万、6,000 万ぐらいがプラスだったのが、

今度は逆に同じぐらいマイナスになっているので、1 億以上ここで差が出ていますという状況です。 

特別損益に関しては、昨日の発表の際に特別損失の計上というところも発表させていただいていま

すが。株式会社エアーズに関する減損損失ということで、昨年の 12 月ぐらいにドローンの事業を

やっている会社を買収していますが、ちょっと直近の業績が元々の想定ほどではないということも

含めて、のれん代などについて減損損失を今回計上いたしましたということで、特別損失が出てお

ります。 

 

最後に、業績の見通し、通期の見通しです。 

直近の状況を踏まえて、少し修正をさせていただいております。売上高に関しては通期で 30 億と

いうところは、直近の状況からするといけるかなとは思っております。13%増というところで。 

営業利益、経常利益については、今こちらも直近の状況を踏まえて少し調整はしていますが、1 億

程度の利益は出せるかなというところです。当期純利益に関しては、ある程度マイナスを埋めると

いうところはできるかなとは思っていますが、ちょっと通期でも 9,000 万程度のマイナスになるか

なという見通しでおります。 
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売上の内訳です。 

まず、乗換案内事業は引き続き、特に法人向けのところは通期でもかなり 3 月末納期などが多くて。

売上的には、法人向けなどは特に上期に偏るので、おそらく第 2 四半期までの傾向が通期で見ても

出てくるかなとは思っておりますので、2 億弱プラスということで見ております。 

広告のところがある程度回復、これでもまだコロナ前の数字にはだいぶ足りませんが、ある程度回

復というところはトレンドとしてはあるので、そこは見ております。 

あとは、ハードウェア事業は引き続き株式会社エアーズの売上に関しては、今度は通期ですと 9 カ

月分が連結されるということはありますので、売上には寄与するというふうには見ております。 

簡単ではありますが、以上です。どうもありがとうございました。 

司会：ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

 司会 [M]：それでは、質疑応答に入らせていただきます。ご質問のある方は挙手をお願いいたし

ます。なお、この IR ミーティングは質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開する予定です。

したがいまして、質問される際、会社名、氏名を名乗っていただいた場合はそのまま公開されます。

もし匿名を希望される場合は、氏名は省略していただいて結構です。 

それでは、どうぞよろしくお願いいたします。いかがでしょうか。せっかくの機会でございますの

で、ご質問ございましたら。 

こちら一番前の方に。少しお待ちください。 

カマタ [Q]：どうもありがとうございました。カマタと申します。今日、冒頭で ChatGPT はじめ、

社会の進化、AI の進化ということをお話しいただきましたけれども、ジョルダンの進化っていう

のはどんなところにあるのかということを、かいつまんでお話しいただけますでしょうか。 

佐藤 [M]：すみません、ちょっと、ジョルダンの。 

カマタ [Q]：ChatGPT によって、あるいは AI によって、社会がある程度変わっていくだろうとい

うお話でしたけれども、その中でジョルダンはどういうふうに変わっていくのかっていうことです。 

佐藤 [A]：われわれがどういう具合にっていうことですね。ちょっと、言えること、言えないこと、

いろいろあるんですけど。なんていうか、検索エンジンに情報提供するっていうことが、必ずしも

われわれの商売のメリットには実は今現在もなってない部分もあるんですよね。 

例えば、Google なんて本当に一緒に提携関係を結びながら、GTFS のフォーマットの一般化とか

何かってことで一緒にやってきていますけど。でも実は、Google 自体が Google マップをやって

いるじゃないですか。Google マップでいろんな連携できる部分と相反する部分なんてのは、実は

出ているんですよ、やはりですね。 

これは、だから、おそらく、あれですよね、IT の大手がコンシューマービジネスまでいろいろ入

ってくるってときに、われわれはかなり特化した情報は持っているわけですよね。でも、その特化

した情報が、移動ってのは実は情報の基本なんですよね。日本では衣食住って言いますけど、中国

では衣食住行って言うんですよね。移動まで入るんですよね。だから、一体、じゃあ、われわれが

情報を持って、そういう巨人とどう向き合うかっていうことが、やはりものすごいテーマになって

いますよね。 
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そこで、やはり何かやっていかなきゃいけないってことで。だから、情報から情報じゃないものに

どういくかってこと。例えば、ですから、ハードウェアってのは一つの典型じゃないですか。乗換

案内でバスのデータを持っているから、バスロケが実はできるんですよね。相当、実は今それ増え

ています。だから、そういうハード展開をやっていくとか。 

だから、モバイルチケットなんて、ある面ではそういうことを見据えた上での一つの戦略のつもり

なんですけど。なかなか MaaS っていうのは、日本の場合だと、地域のローカルな観光に集約さ

れちゃっていますんでね、本当はオープン化していろんなことをやるっていう流れにはなってない

んですよね。 

でも、ただ、やはり移動で新しい収入をつくると。その辺がやはり大きな流れになって、これは、

だから、もう、ちょっとガラガラポンが起こりそうなんでね、ガラガラポンに負けないようにどう

するかってことを今、一生懸命考えているっていう。年末くらいにはいろんなものが見せられる前

提で今やっていますけど、そんなことだと思ってください。すみません。 

カマタ [M]：ありがとうございます。 

司会 [M]：ありがとうございました。続いてご質問、どうぞ。よろしいですか。 

会社様からもし何か追加事項ございましたら、いかがでしょう。 

佐藤 [M]：どうも、ほんとにありがとうございます。いろいろいい知恵とか何かあったら、また教

えてください。よろしくお願いします。 

司会 [M]：ありがとうございました。以上をもちまして、本日の説明会、終了いたします。どうも

ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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